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500円

に
引
っ
張
ら
れ
る
か
た
ち
で
外
国

人
へ
の
排
外
主
義
的
政
策
を
各
党

が
競
い
合
っ
て
提
案
す
る
異
常
な

状
況
が
現
出
し
た
。
参
政
党
と
自

民
党
右
派
（
高
市
や
旧
安
倍
派
）

と
の
連
携
、
連
立
政
権
の
形
成
と

い
っ
た
展
開
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
う
し
た
動
き
に
抗
う
闘
い
が
始

ま
っ
て
い
る
。
移
住
連
な
ど
が
呼

び
か
け
た
「
排
外
主
義
の
煽
動
に

反
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
緊
急
共
同
声

明
」
に
は
短
期
間
で
５
０
０
を
超

え
る
団
体
が
賛
同
し
た
。
東
京
東

部
労
組
は
、
参
院
選
で
排
外
主
義

を
扇
動
す
る
政
党
が
大
き
く
伸
張

し
た
結
果
を
踏
ま
え
、７
月
22
日
、

緊
急
の
駅
頭
情
宣
を
実
施
、「
外
国

人
差
別
を
許
す
な
！
　
労
働
者
人

民
は
排
外
主
義
反
対
の
声
を
と
も

に
上
げ
よ
う
」と
訴
え
た
。ま
た
参

政
党
が
批
判
報
道
を
続
け
る
神
奈

川
新
聞
の
石
橋
記
者
を
定
例
会
見

か
ら
排
除
し
た
問
題
を
め
ぐ
り
、

新
聞
労
連
は
７
月
25
日
の
定
期
大

会
で
参
政
党
の
対
応
を
厳
し
く
非

難
す
る
抗
議
文
を
採
択
し
た
。

日
独
伊
フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
か
ら
80

年
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ら
の
闘
い

に
連
帯
し
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
復
活
と

戦
争
に
突
き
進
む
あ
ら
ゆ
る
策
動

と
対
決
し
よ
う
！�

【
大
山
歩
】

７
月
20
日
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

自
公
が
大
き
く
議
席
を
減
ら
し
、

先
の
衆
院
選
に
続
き
与
党
が
過
半

数
割
れ
と
な
っ
た
。
背
景
に
は
、

長
期
に
わ
た
る
日
本
経
済
の
停
滞

の
な
か
で
進
行
し
た
人
民
の
困
窮

化
、
格
差
の
拡
大
、
こ
こ
１
、
２

年
の
物
価
高
騰
に
よ
る
急
激
な
生

活
破
壊
、
将
来
へ
の
不
安
の
高
ま

り
、
加
え
て
裏
金
問
題
の
暴
露
が

あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
を
な
ん
ら

改
善
で
き
な
い
既
存
の
政
治
勢
力

（
与
党
だ
け
で
な
く
既
成
の
野
党

も
）
に
対
す
る
人
び
と
の
不
満
・

不
信
の
増
幅
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
与
野
党
逆
転
、
多
党
化
（
多

極
化
）
と
い
っ
て
も
、
伸
張
し
た

の
は
、
自
公
政
権
の
補
完
勢
力
の

国
民
民
主
党
と
新
興
の
極
右
・
フ

ァ
ッ
シ
ョ
勢
力
参
政
党
（
２
党
は

比
例
得
票
数
で
立
憲
を
超
え
自
民

に
次
ぐ
２
位
と
３
位
）
で
あ
り
、

こ
の
変
化
は
非
常
に
危
険
な
動
き

と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

与
野
党
の
別
な
く
全
体
と
し
て
反

人
民
的
・
反
労
働
者
的
勢
力
、
壊

憲
と
戦
争
推
進
の
勢
力
が
力
を
増

大
さ
せ
た
。
と
り
わ
け
、
参
政
党

の
急
伸
は
、
戦
後
日
本
の
政
治
史

の
う
え
で
も
き
わ
め
て
重
大
な
事

態
で
あ
る
。
第
一
に
、
日
本
国
憲

法
の
３
原
則
（
国
民
主
権
、
基
本

的
人
権
、
平
和
主
義
）
を
真
っ
向

か
ら
否
定
す
る
政
治
勢
力
が
国
政

の
舞
台
に
大
き
く
進
出
し
た
と
い

う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
参
政

党
が
発
表
し
た
「
新
日
本
憲
法
構

想
案
」
で
は
、
主
権
は
国
家
が
持

つ
と
さ
れ
、
国
民
主
権
の
記
述
は

な
し
、
天
皇
は
元
首
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
、
国
民
の
要
件
と
し
て

「
日
本
人
を
大
切
に
す
る
心
」
が

求
め
ら
れ
、
国
防
の
義
務
が
課
せ

ら
れ
る
、
一
方
で
国
民
の
基
本
的

人
権
に
関
わ
る
規
定
は
一
切
な

い
、
憲
法
（
近
代
憲
法
）
の
体て
い

を

ま
っ
た
く
成
し
て
い
な
い
驚
く
べ

き
代
物
だ
。
こ
の
党
が
行
な
っ
て

き
た
、「
西
田
発
言
」
擁
護
の
歴

史
修
正
主
義
的
主
張
、
露
骨
な
反

共
攻
撃
、
夫
婦
別
姓
反
対
の
主

張
、
女
性
や
高
齢
者
、
性
的
少
数

者
へ
の
差
別
発
言
、
そ
し
て
外
国

人
敵
視
の
排
外
主
義
的
言
動
等

に
、
日
本
国
憲
法
破
壊
＝
極
反
動

の
本
質
が
現
わ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
こ
の
党
は
、
同
じ
反
共

現
在
、
キ
ュ
ー
バ
は
、
１
９
５
９

年
の
革
命
勝
利
以
来
、
最
大
の
危

機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
、
わ

た
し
た
ち
は
、
キ
ュ
ー
バ
政
府
発

表
の
い
ろ
い
ろ
な
文
書
を
通
じ
て

承
知
し
て
い
ま
す
。
長
期
に
わ
た

る
計
画
停
電
、
国
際
的
な
経
済
危

機
と
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
た
不
当

な
経
済
封
鎖
、
テ
ロ
支
援
国
家
指

定
に
起
因
す
る
経
済
停
滞
、
イ
ン

フ
レ
、
モ
ノ
不
足
の
状
態
に
キ
ュ

ー
バ
国
民
は
、
団
結
し
て
懸
命
に

耐
え
て
い
る
こ
と
を
わ
た
し
た
ち

は
知
っ
て
い
ま
す
。

今
回
お
渡
し
す
る
連
帯
支
援
基
金

は
、
さ
さ
や
か
な
も
の
で
す
が
、

こ
こ
に
掲
載
し
た
の
は
キ
ュ
ー
バ
連
帯
運
動
に
取
り
組
む
８
団
体
が
７

月
22
日
に
発
表
し
た
声
明
。
こ
の
日
、
昨
年
末
に
８
団
体
で
行
な
っ
た

キ
ュ
ー
バ
連
帯
支
援
金
活
動
で
集
め
た
寄
付
金
を
、
日
本
を
訪
問
し
て

い
た
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
‐
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
‐
デ
ィ
ア
ス
副
首
相
に
贈
呈
し

た
。
最
近
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
対
キ
ュ
ー
バ
反
革
命
策

動
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
悪
辣
な
方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
ュ
ー
バ
の
人
民
と
指
導
者
へ
の
連
帯
を
表

明
す
る
。
１
９
５
９
年
以
来
、
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
人
民
戦
線
（
Ｐ
Ｆ
Ｌ

Ｐ
）
が
言
う
よ
う
に
「
世
界
革
命
の
象
徴
」
で
あ
り
、
人
類
解
放
の
試

み
に
お
い
て
つ
ね
に
前
衛
的
役
割
を
引
き
受
け
て
き
た
キ
ュ
ー
バ
革
命

を
圧
殺
す
る
資
格
は
誰
に
も
な
い
。
ミ
ゲ
ル
‐
デ
ィ
ア
ス
＝
カ
ネ
ル
は

フ
ィ
デ
ル
‐
カ
ス
ト
ロ
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
国
際
的
指
導
者
と
し
て
存

在
感
を
発
揮
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
バ
連
帯
の
有
形
無
形
の
取
り
組
み
は

世
界
中
で
拡
が
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
潮
流
に
加
わ
る
た
め
に
、
今
後

と
も
他
の
友
好
団
体
と
協
働
し
、
キ
ュ
ー
バ
連
帯
の
声
を
拡
げ
て
ゆ
く

た
め
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。（
関
連
記
事
＝
10
面
、
12
面
）�【
編
集
部
】

わ
た
し
た
ち
の
キ
ュ
ー
バ
国
民
と

キ
ュ
ー
バ
革
命
へ
の
連
帯
の
気
持

ち
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
す
。
わ
た

し
た
ち
、
８
団
体
と
30
数
名
の
人

た
ち
は
、
キ
ュ
ー
バ
革
命
が
行
な

っ
て
き
た
、
よ
り
公
正
な
社
会
の

実
現
の
努
力
、
国
民
す
べ
て
へ
の

無
料
の
医
療
・
教
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
強
く
心
を
打
た
れ
て
い
ま

す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
未
曽
有
の

困
難
を
、
キ
ュ
ー
バ
国
民
は
み
ず

か
ら
の
力
で
必
ず
克
服
す
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
度
ト
ラ
ン
プ
政
権

が
発
表
し
た
大
統
領
覚
書
は
、
政

治
・
経
済
・
社
会
面
で
キ
ュ
ー
バ

に
対
す
る
主
権
を
侵
害
し
、
内
政

干
渉
の
政
策
で
キ
ュ
ー
バ
経
済
の

息
の
根
を
止
め
よ
う
と
い
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
国
連
決
議
、
国
際
法
に

違
反
す
る
も
の
で
、
わ
た
し
た
ち

は
断
固
反
対
す
る
も
の
で
す
。
わ

た
し
た
ち
は
、
対
等
平
等
、
相
互

尊
重
、
領
土
保
全
、
内
政
不
干
渉

の
原
則
に
基
づ
い
た
、
ア
メ
リ
カ

と
キ
ュ
ー
バ
の
関
係
の
確
立
を
希

望
し
ま
す
。

キ
ュ
ー
バ
友
好
円
卓
会
議

活
動
家
集
団
思
想
運
動

キ
ュ
ー
バ
の
主
権
を
擁
護
す
る
有

志
の
会

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
　

日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会�

日
本
キ
ュ
ー
バ
科
学
技
術
交
流
委

員
会�

日
本
キ
ュ
ー
バ
友
好
協
会
　

Ｃ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
キ
ュ
ー
バ
連
帯

委
員
会

で
も
大
衆
を
惹
き
つ
け
る
戦
略
の

高
さ
の
点
で
旧
来
の
右
翼
と
は
質

的
に
異
な
る
危
険
性
を
も
つ
。
詳

し
く
は
、
今
号
６
・
７
面
掲
載
の

〈
思
想
運
動
〉
総
会
・
国
内
情
勢

報
告
を
参
照
し
て
ほ
し
い
が
、
国

際
的
に
み
る
と
欧
米
先
進
資
本
主

義
諸
国
で
影
響
力
を
急
速
に
拡
大

さ
せ
た
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
運
動

（
ト
ラ
ン
プ
の
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
、
ド
イ

ツ
の
た
め
の
選
択
肢
、
仏
の
国
民

連
合
等
）
と
共
通
の
指
向
性
と
政

策
（
外
国
人
排
斥
や
減
税
、
金
融

資
本
攻
撃
）
を
も
ち
、
ま
た
歴
史

的
に
は
ナ
チ
ス
が
権
力
を
獲
得
し

て
い
っ
た
の
と
同
じ
手
法
が
も
ち

い
ら
れ
て
い
る
。
参
政
党
は
明
ら

か
に
こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
権
力
掌

握
に
む
け
人
心
を
収
攬
す
る
術す
べ

を

習
得
し
実
践
し
て
い
る
。

第
三
に
、
こ
の
党
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｓ
等
の
新
興
諸
国
の
台
頭
に
対
す

る
西
側
帝
国
主
義
の
巻
き
返
し
戦

略
の
核
心
＝
中
国
包
囲
網
づ
く
り

に
忠
実
に
従
っ
て
み
ず
か
ら
の
政

策
を
展
開
し
て
い
る
。
種
々
の
方

法
で
外
国
人
へ
の
排
外
主
義
的
宣

伝
を
繰
り
返
す
が
、
そ
の
お
も
な

矛
先
は
中
国
（
人
）
に
む
け
ら
れ

て
い
る
。
経
済
・
軍
事
の
政
策
に

貫
か
れ
て
い
る
の
も
中
国
を
主
要

敵
と
す
る
考
え
方
だ
。

純
然
た
る
フ
ァ
シ
ス
ト
的
本
性
を

有
し
国
際
帝
国
主
義
の
先
兵
と
し

て
の
任
務
を
担
う
勢
力
が
地
方
政

治
の
み
な
ら
ず
国
政
の
場
で
も
大

き
な
地
歩
を
築
い
た
。
参
議
院
で

15
議
席
を
確
保
し
た
結
果
、
参
政

党
が
常
任
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
得

ら
れ
る
公
算
が
強
く
な
っ
た
。
ま

た
単
独
で
の
法
案
提
出
が
可
能
と

な
り
、
代
表
の
神
谷
は
７
月
22
日

の
記
者
会
見
で
秋
の
臨
時
国
会
に

ス
パ
イ
防
止
法
案
の
提
出
を
目
指

す
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。
少
数

与
党
と
い
う
不
安
定
な
国
会
情
勢

の
な
か
で
、
今
後
参
政
党
が
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ

ボ
ー
ド
を
握
り
、
日
本
の
政
治
全

体
を
よ
り
反
動
的
な
方
向
に
動
か

し
て
い
く
危
険
性
が
増
し
て
い

る
。
す
で
に
選
挙
前
に
も
参
政
党

参
院
選
で
の
参
政
党
急
伸
の
危
険
性

フ
ァ
シ
ズ
ム
復
活
の
あ
ら
ゆ
る
策
動
と
対
決
を
！

キ
ュ
ー
バ
連
帯
８
団
体
共
同
声
明

２
０
２
５
年
７
月
22
日

ジ
ョ
ン
‐
ハ
ー
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
《
戦
争
と
死
体
―
―
あ
い
も
か
わ
ら
ぬ
富
め
る
者
の
望
み
》（
１
９
３
２
年
４
月
27
日
）
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